
「よい青少年をたたえる還動J -王寺沢@革目白荷重ぎる

首
e
s
t
h
L
7

年
を
た
た
え
る
遮
婦
の
前
一
一
一
次
務
当
者

と
し
て
、
一
一
一
表
一
樹
間
勤
務
寺
決
正
紀
お

沢
一
問
中
学
校
一
年
和

m
良
治
忍
と
、
太

洋
中
学
校
体
務
会
千
石
町
内
斜
地
区
の
生

徒
た
ち
こ
百
十
二
名
を
決
倍
、
十
一
月

三
十
日
市
役
所
へ
閉
山
い
て
表
彰
し
ま
し

た
。

円
よ
い
堀
内
少
年
と
し
て
市
盛
時
世
彰
を
受

け
h絵
師
一
一
一
次
骸
当
者
一
日

醐
幽
帯
沢
正
紛
窓
(
一
色
、
三
菱
鰐
山
山
牒
式

会
社
勤
務:
i

四
人
兄
帥
悼
の
長
男
、

交
呉
市
間
を
し
て
い
た
一
交
が
昨
年
一
一
一
月

死
亡
、
母
親
が
お
出
闘
の
経
営
を
出
引
き

つ
い
で
か
ら
、
よ
く
岡
田
鵜
を
た
ナ
け
、

つ
と
め
か
ら
帰
る
と
交
際
呉
の
仕
入

れ
や
密
漫
な
ど
を
引
嘗
受
h
uる
@
父

な
害
後
一
年
数
か
月
二
ニ
人
の
抽
出
た

ち
の
巡
路
に
も
気
を
く
ば
り
、
い
ま

で
は
一
家
の
中
心
と
な
っ
て
努
力
し

て
い
る
。
そ
の
開
聞
は
近
隣
の
人
た
ち

も
模
範
的
だ
と
認
め
て
い
る
。
市
山
ま

れ
な
い
環
境
に
ま
け
ず
、
開
明
る
く
生

活
し
て
い
る
立
派
な
少
年
で
あ
る
。

住
所
用
原
上
時
間
一
一
六
九
円
民
生
蚕

銭
佐
藤
田
何
氏
推
薦
〉
。

醐
幽
明
柑
沼
箆
治
窓
(
一
色
・
同
帥
畠
中
学
校
}

年
・
3

六
才
φ
と
き
山
止
と
死
制
問
、
ち

い
ざ
な
務
と
と
も
に
お
母
ざ
ん
の
手

ひ
と
つ
で
胃
て
ら
れ
た
。
し
か
し
逆

境
に
め
げ
ず
、
母
胴
桐
を
た
ナ
け
、
弟

の
め
ん
ど
う
を
み
る
な
ど
、
け
な
げ

な
生
活
態
度
で
あ
る
。
と
く
に
、
七

年
前
か
ら
母
親
が
つ
と
め
て
い
る
平

潔
公
共
機
構
安
柏
崎
所
内
の
清
掃
を
、

鐙
綾
部
品
、
帰
宅
後
胡
制
緩
的
に
行
な
い

安
定
所
利
用
者
か
ら
好
意
と
お
礼
の

こ
と
ば
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
公
共

物
品
官
愛
し
、
公
共
に
翠
仕
し
て
い
る

温
厚
明
紛
な
少
年
で
あ
る
。
住
所
平

塚
三
六
O
九
円
平
塚
公
共
職
銭
安
定

所
長
北
村
重
輝
、
一
割
問
問
中
学
校
長
湯

沢
誠
一
一
間
氏
擁
胤
〉

醐
醐
太
津
中
島

d校
壮
議
会
千
石
市
川
岸
地
底

の
二
百
十
一
一
名
・
千
石
一
向
洋
地
区
の

生
徒
会
は
、
と
と
し
の
盟
休
み
に
、

連
日
須
賀
遜
抗
場
を
中
心
に
海
辺
一
の

清
掃
と
、
川
出
押
平
海
岸
の
危
険
な
場

所
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
奨
施
、
そ
の
自

主
的
な
活
動
は
、
毎
年
遊
泳
場
付
近

に
起
っ
て
い
た
事
般
を
防
ぎ
、
と
と

し
は
無
事
践
を
飽
鋭
、
並
河
を
は
じ

め
遊
び
に
嘗
た
人
た
ち
の
感
磁
を
あ

つ
め
た
。

出
青
少
年
栂
談
を
常
設

箆
住
都
宵
少
年
明
併
は
、
十
一
月
十
五
日
か
ら
、
綬

内
に
、
管
少
年
相
談
を
間
開
設
し
ま
し
た
。
「
現
代
の

時
流
の
な
か
で
腎
少
年
の
多
く
は
大
君
主
動
嬬
と
抵

抗
を
感
じ
、
山
川
み
と
不
安
を
い
だ
い
て
い
る
。
だ
か

ら
%
と
曹
に
、
符
少
梓
は
精
神
的
同
岡
田
知
を
お
こ
す
。

脅
少
年
の
不
満
や
訴
え
を
曹
害
相
談
と
と
に
応
じ
て

や
り
た
い
。
」
と
い
う
の
が
締
役
の
判
明
旨
。
曜
円
山

Y革

緒
世
相
自
身
む
利
用
を
お
待
ち
す
る
の
は
も
ち
ろ
、
蹴
背

少
部
に
関
ナ
る
間
同
期
闘
を
か
か
え
て
い
る
人
な
ら
、
ど

な
た
で
も
お
出
ね
が
い
た
い
、
と
同
線
で
の
ぞ
ん
で

い
ま
す

6

警
畿
の
十
刀
法

①
笛
挺
抑
制
脱
出
・
本
人
ま
た
は
家
焼
、
友
人
、
殿
場
の

同
僚
な
ど
が
相
談
窓
を
紡
れ
て
措

M
h世
話
し
合
う
方

法
。

②
市
出
張
栢
拙
桝

e
察
関
闘
が
あ
れ
ば
公
民
館
、
学
校
、
機
綴

な
ど
に
で
か
け
て
い
っ
て
杷
餓
に
応
り
る
も
の

σ

③
通
信
昭
相
談
a

手
紙
や
壊
謡
に
よ
る
組
織
に
も
応
ず

る
と
い
う
も
の
。

③
紙
上
相
談
・
新
圏
、
広
報
紙
、
機
関
紙
中
間
刷
用
問
雑

誌
の
紙
ょ
を
使5は
あ
い
も
あ
る
。

③
紹
介
相
談
・
時
何
時
師
、
施
設
、
各
種
の
約
談
所
、
間
関

係
関
係
や
鱗
相
側
、
リ
グ
ー
ー
な
ど
の
紹
介
も
す
る

ほ
か
、
サ
ー
ク
ル
活
動
の
回
出
導
や
旅
行
が
イ
ド
も

受
け
付
け
る

⑥
補
導
穏
組
問
e

街
頭
そ
の
他
で
補
導
を
受
け
継
続
補

惑
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
党
口
組

の
斎
一
新
を
得
て
、
そ
の
任
に
あ
た
る
。

醐
醐
面
接
門
口
・
特
定
の
臼
は
な
い
@
平
日
午
前
出
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
の
間
に
、
市
役
所
一
磁
の
青
少

掠
綴
へ
お
い
で
い
た
だ
け
ば
よ
い
。
明
暗
銘
は
ご
こ

間
一
七0
0
の
内
線
二
一
一
一

O
番
。

額
制
相
談
相
相
手
・
相
談
員
は
、
車
内
少
年
畿
の
専
仕
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
が
あ
た
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
綴
問
問

相
談
鰐
が
面
談
す
る
。
顧
問
問
相
談
員
と
そ
の
担
当

内
容
は
次
の
と
お
り
。

マ
教
育
進
学
し
つ
け
に
溺
ナ
る
問
題
・
横
浜
国
大

教
授
文
学
博
士
関
宮
訟
民
、
高
浜
高
校
校
長
岩
本

一
雄
民
、
一
元
中
学
夜
間
開
小
骨
原
健
郎
氏
。

マ
健
康
精
神
衛
生
上
の
問
題
・
平
塚
病
問
出
涜
車
問
高

橋
侃
一
郎
氏
、
県
竹
r
運
鐙
員
長
夜
釘
鈴
木
美
子
氏

平
塚
精
神
衛
伎
相
相
談
所
主
査
野
間
間
ゅ
う
子
氏
。

マ
一
腕
場
労
働
問
題
・
教
育
委
康
平
田
正
雄
氏
、
平

塚
労
働
議
申
監
督
磐
長
大
野
吃
雄
氏
、
平
探
職
業

安
定
所
長
北
村
議
開
氏
、
平
線
欄
間
築
指
導
普
及
所

長
噛
首
相
箆
氏
。

円v
時
計
行
問
題
・
平
塚
欝
察
署
長
須
田
興
想
氏
、
神

奈
川
照
中
央
児
童
相
談
所
長
海
老
名
正
吾
氏
、
樹

浜
保
竣
観
察
所
鍛
察
官
飯
塚
誠
氏
、
平
塚
抽
出
話
保

明
暗
司
会
会
長
安
穏
一
好
明
氏
。

マ
家
族
潤
係
人
生
問
国
臨
・
作
家
戸
川
貞
制
崎
氏
、
主

婦
小
永
井
ユ
キ
氏
、
回
出
住
児
讃
議
関
五
十
嵐
和
精

子
氏
。

マ
余
畷
利
婦
の
鶴
岡
崩
・

g

事
変
前
期
公
社
平
塚
分
室

長
伊
滋
勝
議
長
e

華華懇銀行寄託第 1 号の

さん

認今月 5 ページ鶴

⑦ページー年来年始の脅少年保

稜育成、市裁会定例会ひらく

年駕郵便の註窓本ど。

③ページ d 広膝パトローJレ、終

末火災特別滋成、よい映画君主

ど
④ページ e 産幾まつり品評会共

進会の結果、検察審議員の選

考、工難統計爵輩、相談室な

ど

⑤ページ・予紡接喜重巡回日程、

市営住宅入患者公募、年末年
始の休庁、建築相談所など。

⑤ページ・もえないとみ収鋳臼

程の百JIE ・声のひろば、縫針

人口、新平塚mlilなどド
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一
平
塚
市
博
少
年
問
題
協
総
会
は
、
十
一
月
三
十
区
ひ
ら
い
た
議
員
会
織
に
お
い
て
十
二
月

一
か
ら
一
月
に
か
け
て
の
符
少
年
保
銭
育
成
の
白
刷
出
品
官
「
年
来
年
始
に
お
け
る
背
中

d年
の
非
行

一
防
止
」
に
お
く
こ
と
を
決
定
、
間
醐
係
行
政
機
関
や
各
邸
体
に
協
力
を
両
盟
諸
し
ま
し
た
。

欝12月 23El(水) 漁お協間総合・須

賀公民館 e 馬入消防第 5 分間T舎・

松原公民館・夕陽ケ丘母子寮。
層重 12月 24毘(木) :;'bk公民銘・花水

会自立・ j草津地区町会会館 .jf原公民

館 'ß軍訪卸会館。

蓄量時務午前 B 時30分~午後付事
納期的立h市内寄金融麟1~')揖います。

(2) 第 158 号

市
議
会
申
比

例
会
照
会

'100万 1'1のご 111 必 lこ、ゆたかなくらしの計画に郵便局の術
品j保険をおす h めしま -j- 0 市内の簡易保険ご加入1'1 数i土、
45..700刊、 42fiìl']1ニのぼり、昨年は 21車内の保険金が市民
に支払ちわれましだ。全国の術品』保険絞立金は U~I 守 000
1t;. 1']、号の46%は ifî町村のklt設建>1>に融資されています。



総
務
部
支
欝
繰
は
、
市
民
と
市
役
所
一
ぞ
昔
、
火
務
自
と
水
暖
臼
の
午
部
十
時
一
括
答
え
が
必
要
な
も
の
は
、
平
均
二
週
一
い
ま
ま
で
、
市
の
広
報
は
、
全
役
務

を
む
ず
ぶ
あ
た
ら
し
い
方
法
と
し
て
、
一
か
ら
一
一
時
鰯
づ
っ
、
市
内
各
地
区
に
祭
一
総
か
ら
二
十
日
程
度
の
開
閉
鶴
内
に
ぬ
淫
一
に
鐙
布
ず
る
月
一
一
闘
の
広
報
紙
と
、

ζ

十
二
月
八
白
か
ら
、
広
報
車
に
よ
る
広
一
嘱
し
て
あ
る
広
報
モ
ニ
タ
ー
宅
を
中
心
一
解
決
策
を
き
め
、
と
本
人
あ
て
女
自
闘
で
一
じ
で
聞
出
馬
し
た
広
報
無
線
を
中
心
に
、

総
バ
ト
ロ
ー
ル
を
隣
婚
し
ま
し
た
。
市
一
に
適
時
月
駐
車
し
て
広
徳
鯨
口
を
ひ
ら
い
一
お
答
え
ず
る
し
く
み
で
ナ

6

当
酪
の
出
一
有
線
放
送
九
箆
の
利
用
や
広
報
車
な
ど

箆
φ
み
な
さ
ん
が
、
市
役
所
に
対
し
て
一
て
い
く
都
留
で
、
ナ
で
に
多
数
の
人
の
一
動
自
程
は
刷
出
裂
の
と
お
り
。
当

B
ま
た
一
に
よ
る
お
知
ら
せ
に
露
点
を
お
い
て
き

も
っ
て
い
ゑ
嬰
認
・
意
見
e

皆
轡
ム
同
一
ど
利
掃
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す

b

一
は
附
則
自
の
選
出
で
予
告
し
、
当
日
は
パ
一
ま
し
た
。
説
明
や
お
知
ら
せ
な
ど
が
、

隠
な
ど
を
積
綴
的
に
古
い
て
ま
わ
り
、
一
広
謄
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
み
な
さ
ん
の
一
ト
ロ
ー
ル
が
現
地
に
部
麓
し
次
鰐
広
報
一

E
喜
一
言
z
z
z
g
Z
E
E
-

き
-
一
審

E
E
-
-
5

差
益

そ
の
解
決
を
は
か
つ
て
お
役
に
た
と
う
一
声
を
お
嘗
き
す
る
の
が
任
務
で
、
声
は
一
率
の
銘
声
幾
康
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一

と
い
う
の
が
ね
ら
い
で
す
。
一
す
べ
て
ぬ
盟
国
用
紙
に
刷
出
入
し
、
市
役
所
一
×
一
品
滋
出
向
三
%
、
ノ

と
の
広
綴
バ
ト
ロ
ー
ル
は
、
女
個
宙
線
一
へ
帰
っ
て
か
ら
関
係
都
銀
と
協
敵
し
て
一
女
欝
擦
と
し
て
は
、
広
一
時
バ
ト
ロ

i

一
刻

J結
党
一
」
メ
つ
れ
リ
ザ

援
と
広
報
係
鐙
一
名
、
市
同
出
稼
市
民
柏
一
そ
の
解
決
を
は
か
る
こ
と
に
し
て
い
ま
一
ル
に
よ
っ
て
、
市
の
広
報
銭
動
が
あ
た
一
号

蹴
間
際
竺
名
を
出LUに
構
成
、
広
報
車
一
ナ
。
と
の
点
、
ょ
く
ど
震
を
い
た
だ
一
ら
し
い
矯
習
を
む
か
え
る
と
考
え
て
お
一
毎
週
火
@
不
点
整

な
で
し
こ
一
号
の
特
設
カ
ウ
ン
タ
ー
を
箆
一
昔
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
史
書
丁
、
パ
ト
ロ
ー
ル
爵
と
各
豊
富
と
一
諮
る
喜
一
五
一
臣
、
童
子
守
土

っ
て
行
な
う
も
の
で
、
麗
と
し
て
、
一
書
け
る
よ
う
、
お
申
し
出
の
と
き
は
一
室
と
や
か
に
ふ
れ
あ
い

4

く
完
一
一
の
一
一
語
、
ち
え
ぞ
れ
の
言
事

量
一
題
、
革
路
約
百
砲
撃
の
出
動
一
要
審
議
か
せ
く
だ
さ
い
。
一
の
事
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
一
説
書
は
、
十
二
月
二
十
五
日
か
一
戒
に
は
い
り
、
普
寝
室
壁
品
一
揺
祉
事
務
所
は
、
話
回
稼
で
、
去
る
富
量
級
惑
が
ひ
ら
か
れ
て
い
ま

を
蓄
し
て
い
ま
ず
。
一
部
例
外
を
の
一
重
量
に
記
録
し
た
も
の
の
う
ち
一
ナ
。
ら
霊
い
っ
ぱ
い
、
歳
末
火
災
特
豊
富
事
録
し
て
厳
戒
態
勢
に
は
い
よ
体
警
護
軍
詰
殺
を
ひ
ら
雷
、
一
ナ
。
神
奈
川
護
警
官
減
速
絡
会
出
制

手
。
一
診
断
、
身
体
襲
撃
陣
の
交
付
喜
一
名
!
手
を
つ
な
ぐ
警
合
主
催
ナ

一
襲
の
あ
わ
た
だ
し
さ
の
な
か
で
、
一
君
、
襲
君
撃
と
奇
襲
箆
一
る
も
の
で
、
喜
望
書
の
お
く
れ

一
と
も
す
れ
ば
火
返
す
奇
襲
が
ゆ
る
五
接
続
施
設
へ
の
入
所
紹
介
、
間
喜
一
か
ら
知
能
能
力
が
ひ
く
え
身
辺
の
処

一
む
お
そ
れ
も
あ
り
、
霊
的
に
も
失
火
一
言
、
身
体
審
者
み
喜
ん
の
い
ろ
一
華
社
会
的
語
に
霊
李
を
か
か

一
遺
書
や
す
い
状
況
に
お
か
れ
る
た
め
一
い
ろ
な
ど
松
野
応
じ
ま
ナ
。
一
え
て
悩
ん
で
い
る
続
た
ち
の
い
ろ
い
ろ

一
で
、
消
防
毒
と
と
も
に
、
支
て
の
一
と
く
に
、
あ
た
ら
し
く
議
事
章
一
な
相
談
に
号
、
社
会
の
す
み
に
章

一
重
量
襲
、
火
の
管
理
を
十
分
に
一
器
の
需
を
受
け
た
い
人
は
、
然
呈
さ
れ
た
ま
ま
に
な
り
や
す
い
、
こ
幸

一
行
な
う
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
相
談
所
監
の
判
定
と
怠
見
事
必
要
一
た
ち
と
そ
の
家
族
の
帯
革
ま
ろ
う

一
と
く
に
、
石
油
コ
ン
口
、
ブ
口
パ
ン
一
と
な
り
ま
ず
か
ら
、
と
の
機
会
に
せ
ひ
と
い
う
ね
ら
い
。

一
ガ
ス
、
ふ
ろ
場
、
ス
ト
ー
ブ
、
要
悪
影
響
装
け
く
だ
さ
い
。
島
幸
一
英
警
ハ
午
後

γ

費
喜
一

1

一
線
な
ど
を
も
う
い
ち
ど
点
検
し
て
く
だ
一
療
法
、
車
・
童
図
眼
科
包
一
一
号
…
ニ
ザ
番
ニ
喜
男
氏
宅

2議
ニ
プ

一
言
。
警
は
も
う
さ
そ
こ
に
嘗
て
子
。
ど
蓄
の
と
宮
器
鑑
と
身
体
感
一
一
一
一
一
五
六
。

一
い
ま
す
。
あ
と
半
月

φ
火
器
、
む
を
心
一
重
量
を
お
忠
れ
な
く
。
一
マ
木
議
日
午
後

v
e
襲
ケ
丘
七
ー

が
け
て
く
だ
さ
い
。
一Z
マ
十
二
月
八
日
午
前
高
か
ら
一
二
一
一
番
喜
襲
言
。

一
…
午
後
一
一
一
時
ま
で
一

V
土
韓
日
(
午
前
)
・
八
翠
狭
鐙
ニ
五

一
一
マ
と
乙
ろ
ム
駅
南
口
前
平
塚
鐙
畿
会
舘
一
一
一
ニ
額
愈
供
三
氏
宅

i

鰭
一
ニ
ム
ハ

一
一
五
一
二
。
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吉
良
子
子
夫
登
済
保
一

賢
治
、γ
く
常

ト
予

藤
井
出
川
川
倉
川
川
沢

加
今
品
川
石
片
森
小
熊

8
2
6
0
8
7
8
7
 

5
9

宮

4
4
7
3
2

6
2
8
1
4
1
2
2
 

5

1

1

 

宿新
縄
白
沢

質
的
塚
山
田
時
金
吉

明
割
問
平
寺
平
前
線
上

ハ
U
A
U

n
u
n
u
 

n
υ
ハ
υ
1
1
 

鈎年度広糠パトローJ!" 出動日程

10.00 
10.00 
10.00 
10.00 
10.00 
10.00 

(3) 

市内巡回をはじめた広聴パトローJレ日

初日 13件、第 2 民自 11件の聞をききす

でにその事後処理にi畠われている

お
C

ノ
\

子
部
子
五
子
子
夫
江

な
太
ル
敏
さ
文
利
春

み
数
テ
ま

開
開
川
原
伏
木
念
宮
山

錦
草
杓
諸
鈴
小
小
歌

P
3

の
'
uワ
ム
m
d
q
υ
Q
d
F
b
Q
0

1
6
7
4
7
4
8
4
 

一

1
9
7
3
3
1
2

一

1
2
1
3

川
此
宿
路
湖

町
上
{
呂
小
島

浜
原
入
之
賀
回
村
銃

桃
中
馬
四
須
鐙
m開
小

10.00 
10.00 
10.00 
10.00 
10.00 
10.00 
10.00 
10‘。。

>]>>)>)>〕
火
水
火
水
火
水
火
水

月
バ
バ
K
M
4
K
M民K
K

3
4
1
1
1
1
1
2
2
 

〈
・
・
・
@
a
・

8

。
ο
q
a
q
u
。
a
q
d
η
3
9
J
v
q
d

n
M
お
お
幻
m
m
mぬ

同
士
道
行
正
均
史
君
て
掛
わ
て

U

見
台

い
え
ま
ナ
。

広
勝
パ
ト
ロ
ー
ル
を
宮
っ
か
り
と
し

て
、
戸
弘
官
凶
く
ー
そ
の
解
決
を
は
か
る
一

l

声
に
応
え
る
行
政
が
行
な
わ
れ
る
、
一

と
い
っ
た
広
約
の
も
う
ご
問
、
広
惚
話
一
消
防
本
部
は
、
あ
ら
た
に
新
鋭
治
初
一
付
き
消
防
車
、
常
時
二
平
一
一
一
吉
川

Mの

齢
の
展
開
に
成
引
制
す
れ
ば
、
市
民
と
市
一
即
二
台
を
脈
入
、
火
災
シ
ー
ズ
ン
を
ま
一
水
と
、
治
火
災
前
悶
沫
臥
液
二
目
的

役
所
と
の
聞
に
、
変
派
す
る
あ
た
ら
し
一
え
に
、
消
初
回
世
と
駅
間
側
の
消
防
綴
岡
田
一
脅
積
融
制
、
鉱
円
相
就
慣
も
ち
、
毎
分
ニ

い
関
係
が
住
杭
ま
の
と
期
待
し
て
い
一
一
一
分
凶
に

m
m
し
ま
し
た
。
一

t
m
M上
の
叡
水
鍛
力
を
も
つ
も
の

ま
す
。
一
マ
消
防
療
に
配
倍
し
た
の
は
、
水
そ
う
一
マ
間
間
二
分
間
に
燈
ど
お
防
車
は
、
中

湿
な
が
ら
、
平
は
り
紋
水
能
刀
毎
分

二
千
幻
以
上
の
担
能
の
も
の
。

油
火
災
も
。

新
潟
防
車
二
台
を

手脅持 2300 リット Jレの消火用水在糠む新消防車

五
日

新
響
一
万
五
段
、
江
線
中
止
干
校
校
誌

に
こ
う
例
の
平
塚
市
消
防
初
出
式
が
挙

行
さ
れ
ま
す
。
開
閉
式
は
午
前
九
時
町
、
消

防
車
二
十
一
一
一
台
と
金
消
防
部
隊
が
蕗
列

し
て
、
市
長
な
ど
の
登
泌
を
受
け
た
の

ち
五
色
叡
水
を
行
な
う
予
定
。

と
の
自
欝
銘E
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

ま
す
。
鳴
ら
し
方
は
次
の
と
お
り
e

マ
サ
イ
レ
ン
易
十
五
秒
i

六
秒
休
みl

十
五
秒
!
六
秒
休
み
1

十
五
秒
。

マ
融
歯
鐙
・OO
i
O
i
O

吹
鳴
と
打
畿
は
出
}
g午
前
七
悼
吋
を
開
閉

し
て
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
る
ほ
か
、

消
防
車
が
式
場
へ
箆
合
ナ
る
と
舎
と
解

散
す
る
と
き
サ
イ
レ
ン
を
使
い
ま
す
。

身
体
脇
陣
害
者
の

巡
回
更
生
相
談

タうトメチクの相談ご色を



十
-
何
月
二
十
八
日
か
ら
一
一
百
騎
、
園
田
附
台
を
申

t
u
γお濯
し
た
第

五
回
自
の
平
田
陣
市
輩
出
陣
ま
つ

P

は
、
集
蔵
と
勤
労
の
よ
ろ
と
び
を

5

た
い
あ
げ
て
終
了
し
ま
し
た
・
と
史
第
申
、
晃
附
台
体
宵
錯

で
は
燦
水
欝
物
品
際
会
が
九
百
五
点
の
山
凶
宙
開
を
あ
っ
申
て
ひ
ら
か

れ
、
花
水
台
の
訪
日
間
電
工
所
有
地
で
は
第
ニ
十
二
回
屈
の
県
下
醤

護
共
進
会
が
山
田
口
帥
恵
一
一
一
十
五
点
を
数
え
て
蛾
前
で
し
た
。

一
線
上
鼠
秀
男
ハ
土
沢
〉
。
マ
自
由
同

・
優
等
土
野
僚
〆
T
(旭
U
、
一
等
袋

島
関
蔵
(
土
沢
)
、
罰
間
関
部
登
密
造

(
金
目
〉
、
問
今
芥
功
〈
神
田
)
マ

ト
マ
ト
・
一
等
吉
川
正
之
Q
M宮
崎
〉

マ
東
・
優
等
右
肩
禍
福
円
弱
ハ
土
決
〉
、

一
等
出
世
間
広
司
〈
土
決
〉
。
マ
柿
・

優
等
漏
出
廿
一
止
明
(
隠
締

U
、
一
等
鴎

(4) 第 158 号〈第 3 種郵便物認可〉~和 39 年 12 fl15 符

優
等
に
柳
下
さ
ん

三
十
九
年
度
稲
作
の
間
半
期
毅
培
と
混

一
諮
問
齢
樹
齢
制
上
位
入
喜

一
マ
鐙
尋
・
椀
下
米
議
〈
神
田
)
、

v

(
発
明
白
8
4

石
川
ゆ
く
子
二
字
小
沢
喜
ハ
大
野
〉
、
マ
一
一

ハ
ム
間
関
〉
、
問
機
川
カ
ハ

A祖
国
〉
一
等
・
都
下
遊
議
雄
ハ
神
間
間
〉
、
飯
町
田

マ
み
そ
・
鋒
等
大
曲
師
綴
ハ
一
旭
〉
、
一
禾
二
部
ハ
城
島
〉
、
相
官
回
開
勝
太
師
時
ハ

エ
押
印
代
総
滋
(
陣
織
〉
、
間
同
鶴
谷
一
大
野
〉
。

の
り
子
一
ハ
総
締
U
。
マ
し
よ
う
出
・
一
欝
箆
議
裁
培
増
収
突
進
会

後
師
時e
落
合
チ
エ
(
神
田
)
、
一
等
一
マ
緩
等

e

古
鴻
試
良
夫
門
脇
島
〉
匂

晶
月
間
関
ア
ザ
ハ
金
田
)
、
防
古
川
正
問
問
一
マ
一
等
ム
伊
藤
田
出
掛
町
ハ
大
野
〉
、

ハ
泌
〉
、
関
泌
回
世
田
子
(
金
自
)
。
一
マ
一
一
等

e

中
村
田
骨
治
〈
一
鐙
函
)
、
綴

マ
ホ
巌
加
工
務
・
鱗
持
金
子
克
一
一
一
円
一
回
禾
一
部
ハ
城
島
)
、
加
藤
高
(
金

須
稼
〉
、
間
金
子
関
先
口
調
駕
〉
、
自
)
a

一第5鴎窓業まつり一

間
高
筏
跨
底
。
調
潔
〉
、
一
等
金
子

顕
治
会
務
貰
〉
、
間
間
金
子
前
回
次
会
銅

賞
〉
、
同
長
谷
川
竹
次
郎
合
調
変
)

間
内
田
金
五
郎
会
制
変
〉
、
金
字
一
見

一
一
ズ
溺
駕
〉
、
同
寓
沼
辰
五
郎
ハ
須

賀
〉
、
間
同
川
口
趨
}
一
一
月
須
賀
)
。

Y
時
醐
卵
・
優
等
府
川
功
ハ
平
塚
)

間
府
川
登
美
(
平
田
樺
)
、
}
等
鈴
木
一
さ
き
に
多
倣
の
応
募
を
い
た
だ
い
た
一
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ
、
香
列
者
の
約
手

交
江
(
平
塚
)
、
同
鈴
木
長
重
ハ
平
一
公
明
選
挙
ポ
ス
タ
ー
は
喝
地
方
審
査
、
一
の
な
か
で
は
れ
の
表
彰
状
を
受
け
ま
し

窓
、
同
長
守
ユ
露
関

U
、
間
十
実
霊
蓄
え
、
平
塚
か
ら
次
の
人
一
た
。
選
管
室
の
上
位
人
暮
次
の
と

原
保
太
郎
(
土
恵
、
問
問
襲
撃
山
一
た
ち
が
入
選
し
ま
し
た
。
と
く
に
留
士
一
担
。
ハ
敬
林
賂
〉

鄭
(
金
目
〉
、
何
事
シ
ヅ
(
盟
百
小
学
校
二
重
量
夏
季
ざ
ん
一
鐙
中
央
審
査
ふ
学
校
の
部
一
一
等
警

〉
マ
花
・
獲
得
勉
弁
禎
(
神
的
出
〉
一
一

一
の
作
品
は
中
央
容
査
で
二
等
に
え
ら
ば
一

向
岸
栄
ハ
怨
沼
)
、
一
一
帯
溶
合
一
一

静
男
円
減
彦
、
河
岸
哲
雄
(
畳
一
れ
ま
し
た

a

燃
の
遺
書
室
雲
が
一
;
!
レ

窓
、
向
霊
議
ハ
神
田
)
、
同
一
行
な
っ
た
地
方
審
査
で
は
、
や
は
り
諮
一
票
日
さ
ん
に

福
田
際
巌
〈
大
野
)
。
一
士
自
国
小
学
校
の
五
年
間
消
縮
ひ
と
み
さ
一

一
一
菊
の
展
示
会
四
百
点
の
盛
況

磁
神
奈
川
喜
義
援
問
ハ
市
内
線
係
一
ん
が
一
等
と
な
っ
た
ほ
か
、
市
内
か
ら
一

マ
乳
牛
米
経
法
一
銭
・
儀
等
山
田
鍾
一
二
等
一
一
一
入
、
一
一
一
簿
一
一
一
人
、
佳
作
十
八
人
一
頭
工
諜
は
、
十
一
月
七
包
か
ら
十
一

労
宝
ぢ
、
一
等
二
重
治
ハ
土
志
向
し
ま
し
た
。

ζ
の
襲
撃
の
表
玄
ま
で
、
平
塚
駅
前
五
の
展
示
会
を

8
0

マ
乳
牛
土
木
喜
一
一
率
一
等
一
髭
言
、
十
二
月
五
日
空
襲
章
一
塁
、
書
室
長
る
出
品
が
あ
っ

こ
宮
好
孝
ハ
土
沢
〉
。
マ
乳
牛
経
由
肱
一
.

・
儀
等
部
騒
隆
雄
市
土
決
〉
、
一
等

安
局
践
活
問
(
土
沢
〉
。
マ
種
師
陣
来

続
綾
ラ
ン
ド
レ
ー
ス
一
一
一
等
石
鋸
拘
置

久
治
(
金
協
)
。
マ
穣
豚
緩
鐙
・
二

等
石
塚
依
}
門
路
島
)
。
V
鶏
刷
出
・

一
等
鈴
木
長
震
ハ
須
駕
)
、
二
等
上

原
孝
伸
一
ハ
一
四
之
宮
〉
。

さ
ん
二
等

箆
小
学
的
笠
忍
生
磁
村
み
え
子

磁
地
方
轡
萱

マ
小
学
校
の
部
・
一
等
結
構
ひ

(
欝
+
箆
小
五
年
U
、
一
一
等
ま

ま
よ
う
子
ハ
山
知
欝
小
一
年

U
1

弁
よ
し
ひ
こ
ハ
富
士
見
小
二
年
〉
、

一
一
一
等
西
村
み
え
子
出
銭
+
自
同
小
二
信

伺
曽
根
鼠
節
子
ハ
霞
+
克
小
五
年
〉

間
進
藤
一
ハ
富
士
見
小
二
年
)

マ
話
授
の
部
・
二
等
中
野
路
子

浜
高
校
二
年U

。

強
簿
全

央
審
査
で

成
繰
が
よ
く
な
い

市
教
育
欝

帥
陣
係
で
摺
っ
た
申
告
際
か
ら

・
"
学
校
の
成
綴
が
よ
く

J

-

J
i
Hい
な
く
っ
て
磁p
ま
ナ

一
一
年
止
ム
ま
で
は
ど

5

や
ら
普
通
で

し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
成
綴
が
滋
く

な
む
ま
し
た
。
な
ん
と
か
し
て
成

績
を
よ
く
ナ
る
こ
と
は
で
吉
な
い

も
の
で
し
ょ
う
か
。
夫
婦
と
一
男

一
一
一
女
で
こ
の
子
は
ま
ん
な
か
で
ナ

ー

i
e
i
m

学
校
の
成

…
m
f
t
主
主
綴
に
は
さ
h
W

3
E
匹
従
事
器
産

い
た
し
ま
ナ
。
ま
ず
知
紗
宰

館
、
そ
れ
か
ら
身
体
そ
鰯
斡
叩

r
h

れ
に
性
格
な
ど
が
あ
げ
綴
欝

ら
れ
ま
す
@
第
一
に
お

ヂ
ざ
ん
の
知
能
が
ど
の
程
度
か
を

確
か
串
て
く
だ
さ
い
。
学
校
で
知

能
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
る
は
ず

で
ナ
か
ら
鐙
伎
に
槌
い
て
く
だ
さ

い
ハ
当
研
冊
目
所
で
も
偲
人
知
能
テ

ス
ト
を
い
た
し
ま
す
)
知
能
り
程

度
が
わ
か
り
ま
し
た
ら
そ
の
穏
度

と
学
授
の
成
擦
と
の
関
係
を
液
晶

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
知
能
と

う
も
の
は
学
授
の
成
縫
の
土
台
に

な
る
能
力
で
す
か
ら
、
熔
飽
が
あ ま

む
よ
く
な
い
の
に
成
績
が
悔
秀

で
あ
る
よ
う
に
翠
む
の
は
無
腐
な

の
で
す
。
第
二
に
知
能
が
い
い
の

に
成
績
が
良
く
な
い
と
し
た
ら
ほ

か
に
際
略
か
あ
る
わ
け
で
す
か
ら

そ
の
鼠
閣
を
さ
ぐ
っ
て
く
だ
さ
い

か
ら
だ
り
とζ
か
に
故
障
が
な
い

か
、
競
べ
て
み
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。
た
と
え
ば
民
、
鼻
、
耳
、

ノ
ド
に
翼
状
は
あp
ま
せ
ん
か
。

近
視
や
乱
拐
を
気
づ
か
な
い
で
い

て
成
綴
が
上
ら
な
か
っ

計
計
警
た
と
い
う
例
は
ず
い
分

批
駒
噂
あ
り
ま
す
。
中
橋
際
政
や

轟
ロ
ア
デ
ノ
イ
ド
と
い
っ
た

樹
九
病
気
で
勉
強
に
専
念
で

議
畿
喝
古
な
い
た
め
に
成
総
の

務
ち
-
F占
ナ
乙
も
も
た
く

ざ
ん
い
ま
す
。
第
一
一
一
に
依
頼
心

の
強
M
U
r
T
も
自
分
で
演
張
る
こ
と

が
で
吉
ま
ん
か
ら
成
績
が
落
ち
る

場
合
も
あ
り
ま
ナ
c

ま
た
劣
等
感

を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
か
「
あ
な
た

は
だ
め
~
ネ
い
と
い
う
よ
う
に
年
中

替
わ
れ
て
い
る
と
本
当
に
だ
串
に

な
り
ま
ナ
。
な
る
べ
く
島
崎
市
を
持

た
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て
く
だ
さ

む

だれにも雷えない心義昌

ごとをそっと 2昨えてい

ただト・持九第三軍 3

月曜 9 時 -1晶子・市民

相蹴盟・民生聾民はか

次
回
は
一
一
月
六
口H
〈
土
桜
日
)
で
す
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を
会
で
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盟
、

障
は
夕

、
、η
S
唱
@

第 158 全会

金
尽
青
年
演
劇
グ
ル
ー
プ

台、て》

, 22 臼 w中限公民館
, 27日 田村公民館 181'!'l之官公

民館

, 28臼旭公民館宮沢小学校

2 Jl 3 臼見聞:J0正~iü溺
, 4 B 須IT公民館訟原公民館
, 8 日 八析公民館
, 10臼児問J台武道場
H 11 臼 ，Jlf~公民館
11 18臼 þ(JJL"{公民館
, 17臼 路間I台武道場

, 18日 富:J一見公民館
磁待問・各会溺とも午後 1 時30分~
午後 3 時まで。

趨援種上の注意・縦料でナ。1î)~潟、
熱などからだにØð'!'ìtのあると曹は
底部か係悶にと初日現ください。ツ

ベルクリン性fliは反応を検l"ïナる
た阜のものですから判定告さ2けな
いと加む叫になります。 '11)1立自に
もかならず会場へおこしください

金田公民館中原公民館

城J自公箆E宮露出公民館

花水公民館附締公民館

東中原公民館

田村公民館 !日照之官公

民主官
H 26臼腿公民館吉決小学校
2 月 1 日 見附合成道場
グ 2 白 須賀公民吉富松原公民館
, 6B 八僻公民館
, 8 目見I~j台武道場
グ 98 須賀公民館
, !1臼南際会民館

H Hí 日 見附台主主道場

H 168 '!菩ゴ局公民館
判定とBCG接種

1 月 13白金自小~'f:授

14臼念日3公民館
20日 級品公民館

グ 21尽泥水公民館

土屋小学佼

中限公民館
盛旧公民館
関締公民館

12 臼

18臼

19B 
20 日

25 日

g'hgg

, ク 1) ンも

ツベルクリシ

館主主謀は、幼児を対象にツベJレクリ
ν反応検濃とBCGの緩種を屯 l Jl
から 2 月にかゆて巡回実施しまナ。
該当児のある家庭では、母子苦手鰻を

持参の5え、もよ Pの会場へおつれ
ください。

欝対象!尼・招来日 34年 4 月 2 臼から沼
和39年 6 Jl 30日までに生れた子。

麟巡窃日程ゐ

ツベルタリン緩在HB

1Jヲ 11 白 金目小学佼ゴニ農小学校

[;tツ神主

うえ誌うそう

1 月

王宮沢小学校
鐙自公民館

間隔公民館

マ
現
代
人

新
超
国
籍
・
;

4

・
・i
:

の
読
書
ハ

ト
晶
一
…
町
田
畑
一
郎
・
一
一
二
雪
印

だ
ケ
マ
器
奇
襲
ハ
会

館
一
回
譲
二
川
提
号
、

品
毒
司
由
マ
歓
川
出
抄
門
・
・
こ
の
乱

罪
工
事
住
吉
政
く
た
め
の
知

f
i
z
p

抽
出
〈
本
多
似
影
・
光
文
社

マ
に
っ
ぽ
ん
人
胸
部
門
近
勝
目
出
冶

・
オ
リ
オ
ン
社
〉
、
マ
カ
ラ

1

京
都

高
山H
(奈
良
本
氏
也
・
淡
安
配
新
社
)

マ
B

本
の
泊
ハ
山
出
口
閉
山
一
郎
・
岩
波

叡
店
)
、
マ
食
品
分
析
底
(
永
原
太

郎
・
山
山
田
慰
問
〉
、
マ
写
真
引
伸
会

出
ハ
フ
ォ
ト
ア
ー
ト
編
集
部
・
研
先

社
)
、
マ
ハ
ワ
イ
ア
ン
2

名
曲
と
レ

コ
ー
ド
(
早
諮
数
彦
・
東
京
剣
一
見

M聞

社
)
、
マ
出
け
批
風
呂

λ
滋
藤
凶
作
・

瑚
刑
判
制
社
)

者
が
作
出
掛
計
沼
を
た
て
て
い
ま
ナ
。

と
沼
絡
む
品
る
ば
あ
い
は
、
な
る
べ

く
早
め
に
お
申
し
越
し
く
だ
さ
い

e

①
と
み
収
絡
は
、
十
二
月
三
十
臼
ま
で

行
な
い
、
正
月
は
一
一
一
白
ま
で
休
み
、

四
日
か
ら
平
常
作
曲
同
に
も
ど
り
ま
す

こ
の
た
め
、
平
常
週
二
聞
の
収
集
を

年
末
の
二
十
八
日
か
ら
一
過
開
聞
に
限

目
、
週
一
一
回
収
集
に
切
り
替
え
ま
す

と
の
閥
、
ご
み
が
容
密
に
は
い
り
き

れ
な
く
な
っ
た
ば
あ
い
は
、
あ
き
絡

か
適
当
な
袋
や
か
ど
な
ど
に
入
れ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

③
会
社
湖
沼
な
ど
で
多
国
叫
に
と
み
が
出

て
お
国
り
の
と
き
は
、
ど
足
労
で
も

例
年
の
よ
う
に
、
大
神
の
と
み
抑
制
却

場
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
清
相
関
係
の
電
話
は
次
の
と
お
り
、

業
者
は
し
凶
処
刑
出
の
ば
あ
い
だ
け
。

①
市
役
所
民
生
部
済
組
前
線
・
二
十
八
日

ま
で
は
ふ
だ
ん
の
ど
お
り
こ
一
一
照
一

七
0
0
の
代
表
へ
、
休
庁
中
の
一

也
九
日
と
一
一
一
十
日
の
局
自
は
一
一
一

七
〕
九
へ
。

だ
け
。

江
南
湾
初
つ
二
〉
一
一

東
海
術
住
つ
一
一
一
)
二
一

み
な
と
衛
生
。
一
一
一
〉
O

一

大
野
締
法
(
一
二
〉
主
ニ
}

怒
士
閣
内
出
用
つ
二
〉
一O
五
五

平
塚
衛
詑
つ
ご
)
一
四
五

O

醐
陣
厳
戒
態
勢
に
は
い
る
消
防
・
消
紡
明
唱

は
年
末
い
っ
ぱ
い
火
災
特
別
叫
冊
減
を

綴
け
、
一
月
も
無
休
で
ナ
。

日ヰ呈・ 8召干廿40寺三 1 月 18ﾇl -27 
臼まてvの関に申込用紙を交付 I 1 
月 28 臼 -30 日までの 3 B r留に T有干Jl:
R斤市民相談室で申込み受付/公開
紬せんは 3 月 10 臼初予定。

顔くわしくは 1 .Fl 15 日号の広報紙上
てe発表します。

什
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f
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V
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十
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で
世
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3

ま
品
い
お

節
時
制
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j
よ
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一
、

4
E

寸
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寸
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t
ι

ぃ
1

後
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間
ま
。
か

第
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所
に
じ
い

U
H

H
N
ら
役
築
応
さ

l

d
h
f
p
k
n
H
*
ι
-
匂
マ
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唱

t

L
4
7

主

;
j

山
川J
E

・
議
く
判

事

9

ろ
容
相

m
u

前
こ
こ
利
融

と
守
と
内
な
ご
開

圏
綴
醐
幽

'
d
F
J

t

 J
 

o 

照
代
裂
と
し
て
金
山
崩
且
円
年
大
会
へ
出
-
市
鹿
柴
青
年
学
級
一
川
淵
削

り
輔
甑
ナ
る
堂
内γ級
事
巨
額
?
l

一
…
は
!
げ
浦
市
川
金
目
グ
ル
ー
プ
、
一
問

問
問
酪
プ
の
校
行
会
を
か
ね
た
飽
念
背
何
?
制
劇
一
閉
山
女
二
十
名
、
金
回
青
年
回
当
時
か
ら
一
間
制
州

問
輔
の
っ
と
い
が
、
熊
市
共
山
間
で
十
一
月
八
一
の
岡
山
総
活
動
の
幻
を
と
も
し
て
十
草
、
一
州
側

制
輔
自
臨
間
総
会
館
に
怨
さ
れ
ま
し
た
。
主
総
一
回
数
千
八
回
、
全
国
大
会
の
ほ
一
川
淵

額
一
か

N
H
K
の
電
設
に
の
っ
た
こ
と
も
あ
一
陀
山
知

鶴
ζ

の
白
、
横
浜
演
劇
研m
m所
付
総
一
一

磁
石
、
臨
楚
は
自
作
自
演
の
器
び
を
牒
ヨ
一

H
H

第
鶴
横
浜
小
劇
場
の
一
偶
蹄
一
一
一
郎
、

B
g
広
子
一
一
山
山
聞

く
輔
さ
ん
ら
が
、
時
間
同
国
土
作
「
紙
泌
総
」
一

l
i
l
-
i
l
i
-
-
!

一
…
州
側
川

蝉
逗
そ
モ
ヂ
ル
よ
践
し
た
ほ
か
、
神
奈
一
年
末
の
納
税
は
一
州
側

醜
川
君
霊
山
会
長
の
加
藤
震
が
二
一
山
川

「
~
青
年
闘
の
あ
り
方
と
み
か
た
」
と
一
二
十
八
日
ま
で
一
附

麟
鴎
ナ
議
事
行
な
い
、
続
い
て
、
金
一
余
計
制
闘
で
、
十
二
月
が
納
期
に
あ
た
一
州
側

鞠
閉
鎖
総
グ
ル
ー
プ
が
合
同
大
会
に
よ
演
一
る
市
岡
出
国
割
問
耐
田
町
出
開
閉
分
・
清
い
恒
子
数
制
一
川
附

議
ナ
る
前
市
英
治
作
「
杭
」
一
容
を
八
ム
悌
一
定
泌
総
開
一
一
一
期
分
・
住
宅
使
用
粉
十
三
川
制

一
臨
し
て
拍
手
と
倣
泌
を
受
け
ま
し
た

0
6

一
月
分
な
ど
は
、
十
二
月
一
千
八
日
ま
で
一
…
例
制

盤
ζ
の
紅
行
会
の
あ
と
、
金
百
グ
ル
i

一
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
へ
お
支
払
い
一
山
脈

灘
プ
は
、
十
王
十
八
日
ー
二
十
吉
ま
一
に
な
る
よ
う
求
め
て
い
ま
ナ

e

一
川
山
脈

で
東
京
自
立
競
技
場
を
中Uに
ひ
ら
か
一
っ
と
う
で
純
一
期
を
お
く
れ
、
十
二
月
一
服
仰

れ
た
全
国
管
知
大
会
の
演
劇
の
部
門
一
一
一
一
十
九
ニ
ニ

T

一
一
一
土
日
に
納
め
る
一
川
川

ツ
横
線
ち
に
参
加
熱
演
し
ま
し
た
二
と
き
は
、
延
滞
金
の
計
算
が
必
要
と
な
一
州
側

余
同
国
大
会
出
銭
の
絡
巣
は
惜
し
く
も
瑚
躍
す
ま
ナ
か
そ
横
浜
銀
行
平
塚
支
店
へ
一

M
M

外
と
な
り
ま
し
たR
M
M
、
こ
と
し
で
会
磁
一
払
い
込
ん
で
い
た
だ
吉
ま
ナ
。
月
宋
は
一
山
山
山

大
会
出
場
一
切
を
数
え
る
に
苓

υ
、
背
一
各
悠
口
が
こ
み
あ
い
ま
ナ
。
納
税
は
、
一
川
州
側

主
級
の
な
か
で
童
書
在
と
し
て
一
本
る
べ
く
早
め
に
お
す
ま
せ
く
だ
さ
・
山
山

注
目
を
あ
Z
Y
、
い
手
。
ぃ
。
州
側

ほうそうの予防

秋のほうそうの予妨接種〈種主主〉を
行ないまナ。母子手援をもってお子

さんを会場へおつれください。
軍覇対象児盆①第 1 J苦1 ・昭和初年 3 月

1 日~同 8 月 ~l 日までに生れた子 ß 16 白 金田公民館 !日間之苦言公
と生後 1 段も但f況をしてい怠い子 i 民館
⑦昭和:氾年 4 月 2B~昭和34母 4 : H 17臼 Jli1 公民館
J'j 1 臼までの出生泊。(来春入学 H 18百 四村公民館
沼) , 19臼 松跡公民官官

軍軍i担問日程 11 21 日 中限公民館
一銭額百一 H 22日須賀公民総

12月 15日須賀公民館 H 23日花水公民館
H 168 花水公民館 i H 24日 富士見公民館
, 178 富士路公民館 /1 258 5-品約台武道場
, 18臼 見附台武道場 i 綴時跨・土慮、減島、金E日、宮沢、
一検診臼- 鐙筒、問備の 6 会場は午後 2 時N
12月 14白 金自公民館 ゴニ墜小っさ佼 3D寺まで、その他の会場は午後 1
Q 15臼 八約公民態城島公民館: 時~-}O分-3 時まで。

臨 霊翠おせり
にれ口まで焼却に主主いで手日二怒りて、早 I'!'lまマ号
制てへです一分努あ末。に続ま月末でい市と m 伊』時~午が i 自
主語十おに。、 1 たの ナ吉で二年ナた役し り"'F I ま警後駐 2 動
去二払、こ住定る納 まは{木十始。だ}引も ヨゴ{で原一車 1 車
れ月いおれ宅綴溺お ナ十九のど嘗もあ，脅よーオミ i 金公時し i 文
予二込平ら君主続長言語ま よ二し日休工ま年と同体記 i 自民ニま i 態
F 十みつr は結のはロ ヨ月まか庁加す考半作一生ド I IJ，I館十ナ......岨
善九くの十泌 I語、 e 心二ずらぺ。年 J1 築山ム~~ ~口、分。車嬰

筏?苦憲主主製宗主 5 大 44喜苦昨想記操庁始 i 喜平主主語童
lili 三い概ご月数民月 て白役年所いは体匂戸内 ?工後時月ざ醤

524523韓長会535fo をま 2 震 1 号2222

を



第 1511 号

手
続
き
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
誤
載

新
庁
番
街
庁
と
間
同
時
に
、
全
世
帯
に

密
お
し
た
広
報
ひ
ら
つ
か
特
集
・
手
続

舎
ガ
イ
ド
プy
p

ハB
5
a
一
一
一
O
p
u

の
う
ち
、
次
の
=
一
品
所
に
誤
載
が
あ
む

ま
し
た
。
念
の
た
わ
町
互
い
た
し
ま
ナ

①
n
A
1
1
v鐙組
関
即
時
手
続
哲
注
意
事

項
中
、
燥
地
転
用
許
可
は
申
醐
間
後
六

か
月
と
あ
る
は
六
十
回
の
あ
や
ま
担

②
お
ペr
ジ
納
税
案
内
中
、
怒
滞
加
算

金
と
あ
る
は
廷
滞
金
の
あ
や
ま
担
、

ま
た
、
延
滞
金
十
一
一
回
ま
で
税
扇
皆

同
に
つ
い
て
一
一
銭
の
簡
と
あ
る
は
「

三
十
釘
ま
で
」
、
十
二
日
間
同
か
ら
と

あ
る
は
「
一
一
Z
T一B
賢
か
ら
」
の
あ

や
ま
り
で
し
た
.

〈第$種郵便 ~J認可)か?っ12 月 15 錆

もえないごみ収集民程 e 訂正
広報紙前月号で発表した fもえないとみ収策日程議』

のうち、一部誤殺がありましたe 次のとおり茸T蕊しま

すとìÆl!Ô\をおかけした点、深くおわびします.

〈民生部海T帯際〉

米議支店前/米豊富アパーヒ関ζ島民衛星童
箆怠よ~蕊墨箆な~務総3Jヒニヒヱ

ト凶鰐2_-，諮彰持趨韓日盤強凶態様
水車望日 1;再罫#舟守円~:rjJ.'l岡山/巴商会構/三五
I !!t:乙えドリー曹司/熊沢良治宅隣りのあ者
認ア援取/網島靴E昔前のあき地:エ立法-

しも

薬 /金自 j、学

2所 自金回出張
/山口語2子関前そば停留所/銀総寺

小清水璽f書宅そば〈交差点)/公営伎
考/千須谷/広111公民館/超高血iめん富古
賀一柳/土箆繍際/青柳バス停そば，~
北久保/築乳所官官/鍵協倉蹴前野γ得得
裳伊東/斎草壁宅前/公民館前 "'，.....ぷ-蒜
真図鹿/上野漉店街/谷津三叉路
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i 奉仕し f九震の答をたまはりて

i 韓親欝議削除の加のー勾をものした-
! """'HM"meW'tr1"� ?'F 1 :大輸の奇告の花をf苗きこの句を;混

j 山の句碑 j したものが?こっているが制
喜 11溺もなかなみととである，

i 明治13年 2 月 10日勝山は46オ
! ~菖滋慎吾苦 !で長逝したが死にさきだって r
i 平塚市平塚主宰震宗徳生山宝醤 j わが審は溜潟地明の世主界かな2
i 践はちかごろモダン嵐の本蛍を j のー匂を扇聞にしたた串て書事故
i 造立した。同寺の境内iこ句碑が j の詠としたa
E ある。 fナそはまたくら曹にあ{ 性格のつよい人でと章どき自主
書けて雪の轄i 富士箆]頁の作だろ i 友とやりあったらしいが一環ひ
; :5"作者は大正舎麗山、事事選は!どく人情に深くその死は多くの
E 梅之本沙山の手になったもので l 人々から悔しまれた。子孫の苦手
5 ある。このíì'年の袈砲には r量臣家 j にある諸事1Q)追悼交をみるとそ
i j と彫ってある。句碑の下に麗!のことがよくわかる。それらの
E 山の濯物を密めたらしν、緩者 j 中から弔匂を二三拾ってみよう
i は服部主主山である。 :0 f，哲数るやたちし月日のうら
I Yl霊山は斎藤彦兵衛といい平塚 i めしきj (神奈川県会議員波永
E 宿東仲町の入、憶闘を営みかた i 甫) fか亘消えるものとは知ら
2 わら総立沢の大沢寿送局間宮字 i ず審の雷j (総立施12世主寿道)
i 山等に学び俳諮の選iこ入り大正! rこれまでのことと周波に散る
E 骨と祢し墜升(阜、しよう)と号!さくら J (平塚本館荒井一敬〉
E した。屋号の rとみますや3 か i 泌勾ははやく散記長し残ってい
E らとった名である。 f るものがゆい。そのうちの数勾
; また翻軌鰭綴佐竹永 i を下にのせるe
鴎 a 線部波山等に習い他に幣め! 梅に花松は線の寄木材

i られるとしばしば閣議など:をつ j 初秋の夕陽さしけ P童査の内
5 くった。， 火を査をいて見に行雨の紅葉高耳
目 鹿山は明治元年(1868) 10月[ 小舟にて物売吉たる夜寒かな
;10日明治天皇が平塚宿本陣へと! 平塚が生んだ商家の一人糊
i 小体@おりに宿役人見震として j 藤消之助は腿山の鴎孫である

; 
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平塚 19 ， 193( グ 4 ， 638)

新宿 16 ， 538( 11 3 ,968) 

馬入 ι465( 11 1, 023) 

須賀 16 ， 217( 11 3 ,969) 

松風酉r 1,485(11 428) 

袖ケ浜 1,740( 11 466) 

桃浜田J 2 ,290( 11 624) 

竜城ケ丘 1 ,416( 11 382) 

黒部ケ丘 2 ， 183( グ 546) 

輩平 2 ，036(11 493) 

花水台 2 ， 775(11 665) 

挺ケ浜 1 ， 826( グ 475) 

撫子原 277( 11 90) 

麿ヶ原 63( H 21) 

6.039( グ 1 ， 350)

5 ,559( 11 1 ;353) 

1 ,922( 11 354) 

2 ， 448( グ 534)

3 ， 768( グ 608)

1 ， 563( グ 279)

4 ，655( グ 766)

市街地宇都人口

上平草壁 427(没者f 96) 

桜ケ丘 112( 11 25) 

中盤 2 ，586(11 676) 

輩記 詩計部長露店長 3535 警護豊富;長嶺ii
宝韮 i え i より状 広であいうつ、のならで草壁ま波

5 、苦古 事霊法i いちこた中で絞れ沼ほっ E甚

35 建議事 Z義政重53555管長持 Z2525 塁;
訴雪官官訴事長iiii???長時 23 雪 i
管長襲撃 吾完 伊容で意書持品語字選勺て EZz 襲 i

昭
島
田
沢
砧
町
民

地

神
域
金
土
問
金

128 ， 1百2

29 ,695 

67.88k窃2

1.889 

132 

251 

177 

地区別人口

市街i也 75 ， 629(没落18 ， 585)

大野 26 ， 609( グ 5 ， 866)

人口総数&

世帯総数@

市域菌務・

人口密度 e

前 f世帯t量@

月{人口社会増­

tと i人口自然増@

あなたの知る範関に、よ
い行ないをしと青少年
(20才土のがいたら、氏
名・年令・住所・学校ま
た!:t!!;予先・捻務理由を
お知らせ{ださい。推薦著
者の住所氏名も明記のこ
と。日限在日いませんo
広く市民の法草署長おまち
します。

しお

定義等尊重内にある穴1E禽嵐山の句碑


